
音楽界展望・オーケストラ

●国内オーケストラの活躍，意欲的なレパートリー

　来日オーケストラのプログラムが，客寄せを求めるあまり，
相変わらず判で押したように名曲ばかりで構成されることが多
かったのとは対照的に，国内オケの企画には意欲的なプログラ
ミングと，高水準の演奏が数多く聴かれた。
　その中でも特筆されるべきは，読売日本交響楽団の活動であ
る。カンブルランの指揮で11月に敢行したメシアンの歌劇「ア
ッシジの聖フランチェスコ」の演奏会形式全曲日本初演は各方
面から絶賛された。指揮者と楽団，事務局などの呼吸と熱意が
合致したからこその成功といえよう。この演奏会に先立ち，同
じメシアンの「彼方の閃光」（１月），「忘れられた捧げもの」（４
月）をも演奏，更に毎月のプログラム冊子でメシアンについて
の解説を連載するなど，山場に向けての総合的な盛り上げの企
画も巧みであった。読響はこの他にもカンブルランの指揮でバ
ルトークの歌劇「青ひげ公の城」（４月）を演奏会形式上演，
ロジェストヴェンスキーの指揮でブルックナーの「第５交響曲」
をシャルク改訂版で演奏（５月）してファンの話題を集めるな
ど，その演奏水準の髙さとともに，レパートリーの開拓に力を
入れた。
　その他の国内オーケストラも，意欲的な企画を数多く出した。
特に快演だったものを挙げると，まず東京交響楽団は秋山和慶
の指揮でメシアンの「忘れられた捧げもの」，矢代秋雄の「ピ
アノ協奏曲」，シュミットの「サロメの悲劇」を演奏（１月），
沼尻竜典がグバイドゥーリナの「アッシジの聖フランチェスコ
による《太陽の賛歌》」を日本初演（４月）し，音楽監督ノッ
トも，12月にリゲティの「ハンブルク協奏曲」をプログラムに
乗せていた。また東京フィルは，プレトニョフの指揮でグリン
カ，リムスキー＝コルサコフ作品集の「聖女フェヴローニャの
物語」「皇帝サルタンの物語」の組曲など，ふだんあまり演奏
される機会のないロシア音楽ばかりを集めたプロを組んだが，
ここでの音色は絶妙なものがあった（10月）。東京都交響楽団は，
マーティン・ブラビンズ指揮でバターワース，ティペット，ヴ
ォーン・ウィリアムズの作品を集めた英国プロを組み（５月），
アラン・ギルバート指揮はジョン・アダムズの「シェエラザー
ド.２」（４月）を指揮した。
　テーマ性を持つ凝った選曲を行なっていたのは上岡敏之が音
楽監督を務める新日本フィルで，彼の指揮によりデンマークを
テーマにツェムリンスキーの｢人魚姫｣とニールセンの序曲「ヘ
リオス」を組み合わせ（10月），ベックリンの絵画「死の島」
をテーマにラフマニノフの「死の島」とレーガーの「ベックリ
ンによる４つの音詩」とを組み合わせる（11月）など，上岡ら
しい精妙な企画を打ち出した。また日本フィルでは，ピエタリ・
インキネンがワーグナーの「ラインの黄金」を演奏会形式で指
揮し，ふだんオペラをあまり手掛けたことのない同楽団の意欲
を燃え立たせ（５月），正指揮者・山田和樹もマーラー交響曲
＆武満徹ツィクルスを完成している（６月）。ＮＨＫ交響楽団も，
パーヴォ・ヤルヴィの音楽監督就任以降，定期に20世紀の作品
を少し増やしており，２月には彼の指揮でペルトの「シルエッ
ト」とトゥールの「プロフェシー」をいずれも日本初演，客演
指揮者も11月にはソヒエフがプロコフィエフの「イワン雷帝」

を指揮，下野竜也も１月にマルティヌーの「リディアへの追悼」
や「フサ」を取り上げている。

●各都市のオケも意気盛ん　

　京都市交響楽団は下野竜也指揮でジョン・アダムズの「ハル
モニーレーレ」を11月に取り上げたが，同楽団の最近の演奏水
準の髙さは定評があり，びわ湖ホールでの「ラインの黄金」（３
月）での快演も絶賛された。日本センチュリー交響楽団も飯森
範親指揮でギア・カンチェリの「ステュクス」を日本初演（９
月），また大阪フィルは井上道義の指揮でバーンスタインの大
作「ミサ」を舞台上演（７月），それに先立ち２月にはショス
タコーヴィチの交響曲「第11番」と「第12番」を一夜のプログ
ラムに組むという精力的な企画も披露した。名古屋フィルも川
瀬賢太郎指揮でショスタコーヴィチの ｢十月革命｣ とプロコフ
ィエフの「アレクサンドル・ネフスキー」を取り上げ（２月），
兵庫芸術文化センター管弦楽団は佐渡裕の指揮で「トゥーラン
ガリラ交響曲」を上演（９月）。広島交響楽団も秋山和慶の指
揮で近衛秀麿，大栗裕の作品にメシアンを組み合わせる大胆な
プロを３月の「ディスカバリー・シリーズ」で披露していた。

●シェフの異動

　広島響では，音楽監督・常任指揮者の秋山和慶が３月をもっ
て退任，替わって下野竜也が音楽総監督としての活動を４月の
ブルックナーの「第８交響曲」で開始し，以降のプログラミン
グにも彼らしい斬新な個性を出しはじめている。また「紀尾井
シンフォニエッタ東京」は４月に「紀尾井ホール室内管弦楽団」
と改称，ライナー・ホーネックを首席指揮者として新しいスタ
ートを切った。大阪フィルでは井上道義が３月で首席指揮者を
退任，替わってミュージック・アドヴァイザーに就任した尾高
忠明が2018年４月より音楽監督に昇格することが決まってい
る。なお仙台フィルは，2006年から常任指揮者を務めていたパ
スカル・ヴェロが2018年３月退任するのに伴い，飯守泰次郎を
後任に迎えることを発表した。札幌交響楽団でも首席指揮者マ
ックス・ポンマーの2018年３月退任に伴い，マティアス・バー
メルトを後任とすることを発表している。この他，札響と親密
な関わりのあったチェコの名匠ラドミル・エリシュカは，健康
上の理由で日本訪問はもはや無理として，10月に札響と告別公
演を行い，楽員と聴衆から涙の拍手を贈られた。かくも惜しま
れつつ日本の指揮台を去った巨匠は稀であろう。

●来日オーケストラの動向から

　2017年にも秋以降に来日オーケストラが集中した。ガッティ
とロイヤル・コンセルトヘボウ管は予想以上に相性の良さを示
し（11月），シャイーとルツェルン祝祭管は豪壮華麗な大音響
で聴衆を圧倒し（10月），ブロムシュテットとゲヴァントハウ
ス管は滋味あふれる演奏でファンの心を打った（11月）。コン
ビとしてはこれが最後の来日となったラトルとベルリン・フィ
ルは常に変わらぬシャープな演奏を聴かせたが，プログラムに
陳銀淑の「弦の踊り」を入れ，海外メジャー・オケの名曲ばか
りの日本公演プロに一石を投じたのが注目される（同）。同様
にリンドベルイとノルウェー・アークティック・フィルは，オ
ルセンの「アースガルズの騎行」，トールセンの「触れられざ
るものへの讃美歌」などを映像入りで演奏し気を吐いた（10月）。
その他，ネルソンスとボストン響（11月），サロネンとフィル
ハーモニア管（５月）も快演を残していった。中でも，バイエ
ルン国立管とともにキリル・ペトレンコが日本デビューを行な
ったのが特に話題を集めた（９月）。

　□　オーケストラ
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